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概要 

 LB11961Vは、モータ駆動効率の良いダイレクトPWM駆動が容易に実現できる単相バイポーラ駆動の 

モータドライバである。パーソナルコンピュータの電源ファン、CPUクーラファン駆動に最適である。 
 

特長 

・単相全波駆動(16V-1.0A出力トランジスタ内蔵) ・回生用Di内蔵で、外付け部品が少ない 

・サーミスタ入力による可変速機能内蔵 

→他励式上側TRダイレクトPWM制御により、静音化、低振動の可変速制御が可能 

・HB内蔵 ・最低速設定端子(起動時全速設定可能) 

・サーミスタ外れにおいて、全速設定 ・ロック保護、自動復帰内蔵 

・FG(回転数検知)、RD(ロック検知)出力 ・サーマルシャットダウン回路内蔵 
 

絶対最大定格/Ta=25℃ 

項目 記号 条件 定格値 unit 

VCC最大電源電圧 VCC max  18 V 

OUT端子最大出力電流 IOUT max  1.0 A 

OUT端子出力耐圧 VOUT max  18 V 

HB最大出力電流 IHB max  10 mA 

VTH入力端子耐圧 VTH max  6 V 

RD/FG出力端子出力耐圧 VRD/FG max  18 V 

RD/FG最大出力電流 IRD/FG max  10 mA 

許容損失 Pd max 実装基板※ 0.8 W 

動作温度範囲 Topr  －30 to 90 ℃ 

保存温度範囲 Tstg  －55 to 150 ℃ 

※実装基板(114.3mm×76.1mm×1.6mm ガラスエポキシ基板実装) 

注1)絶対最大定格は、一瞬でも超えてはならない許容値を示すものです。 

注2)絶対最大定格の範囲内で使用した場合でも、高温及び大電流/高電圧印加、多大な温度変化等で連続して使用

される場合、信頼性が低下するおそれがあります。詳細につきましては、弊社窓口までご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

注文コード No. N8794B  

モノリシックデジタル集積回路 

ファンモータ用 
単相全波ドライバ 

データシート No.N8794A をさしかえてください。 

最大定格を超えるストレスは、デバイスにダメージを与える危険性があります。最大定格は、ストレス印加に対してのみであり、推奨動作条件を超えての機能

的動作に関して意図するものではありません。推奨動作条件を超えてのストレス印加は、デバイスの信頼性に影響を与える危険性があります。
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推奨動作範囲/Ta=25℃ 

項目 記号 条件 定格値 unit

VCC電源電圧 VCC  4.5 to 16 V 

VTH入力レベル電圧範囲 VTH  0 to 9 V 

ホール入力同相入力電圧

範囲 

VICM  0.2 to 3 V 

 

電気的特性/Ta=25℃,VCC=12V 特に指定のない限り 

項目 記号 条件 min typ max unit

ICC1 駆動時 12 18 24 mA 回路電流 

ICC2 ロック保護時 8 11 16 mA 

6VREG電圧 V6VREG I6VREG=5mA 5.8 6 6.2 V 

HB電圧 VHB IHB=5mA 1.10 1.25 1.40 V 

CPWM-Hレベル電圧 VCRH  3.45 3.6 3.75 V 

CPWM-Lレベル電圧 VCRL  1.95 2.05 2.15 V 

CPWM発振周波数 FPWM C=100pF 18 25 32 kHz 

CT端子Hレベル電圧 VCTH  3.45 3.6 3.75 V 

CT端子Lレベル電圧 VCTL  1.55 1.7 1.85 V 

ICT端子充電電流 ICT1  1.5 2 2.5 μA 

ICT端子放電電流 ICT2  0.15 0.2 0.25 μA 

ICT充放電比 RCT  8.5 10 11.5  

OUT出力L飽和電圧 VOL IO=200mA 0.2 0.3 V 

OUT出力H飽和電圧 VOH IO=200mA 0.9 1.1 V 

ホール入力感度 VHN ゼロピーク値 

(オフセット,ヒステリシスを含む)
10 20 mV 

RD/FG出力端子L電圧 VRDL/FGL IRD/FG=5mA 0.2 0.3 V 

RD/FG出力端子リーク電流 IRDL/FGL VRD/FG=7V  30 μA 

 

外形図 

unit:mm (typ) 
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真理値表 

VTH IN－ IN＋ CPWM CT OUT1 OUT2 FG RD モード 

H L H L L L 

(OPEN) L H 

H 

L H OFF 

回転中-駆動 

(PWM-OFF) 

H L OFF L L H 

L H 

L 

L 

L OFF OFF 

ON 

回転中-回生 

(PWM-ON) 

- H L H OFF L 

- L H 

- H 

OFF H OFF 

OFF ロック保護 

CPWM-Hとは、CPWM＞VTH、CPWM-Lとは、CPWM＜VTH  

OPEN：サーミスタはずれにおいて、全速モードになる。 

 

ピン配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SSOP-16 

 

 

P-GND：モータ系GND 

S-GND：制御系GND 
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ブロック図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒステリシス付

アンプ 

Hall 

CPWM P-GND

M

制御回路

IN－ 

IN＋ 

VCC 

OUT1

FG 

OUT2

遅延回路 

遅延回路 

VTH S-GND 

6VREG 

RD 

定電圧 

発振回路 充放電回路 

1.3V 
HB 

熱保護回路 

CT 



LB11961V 

 No.8794-5/7 

応用回路例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 *1.＜電源－GND配線＞ 

P-GNDはモータ電源系、S-GNDは制御回路電源系に接続されている。 

それぞれを分けて配線し、各制御部系外付け部品は、S-GNDに接続する。 

 *2.＜回生用電源安定化コンデンサ＞ 

PWM駆動および、キックバック吸収用の電源安定化用コンデンサであるCMコンデンサは、0.1μF
以上の容量を用いる。コイルインダクタンスが大きい場合やコイル抵抗が小さい場合、大きな

容量を用いること。本ICは、上側TRのスイッチング方式により、下側TRで電流回生しているの

で、CMは、VMとP-GND間にパターンを太く、最短にて接続する。 

 *3.＜ホール入力＞ 

ノイズがのらないよう、短く配線する必要がある。ホール入力回路は、ヒステリシス(20mV)を

有するコンパレータとなっている。ホール入力レベルとしては、最低でもこのヒステリシスの

3倍(60mVp-p)以上を入力することを推奨する。 

 *4.＜PWM発信周波数設定用コンデンサ＞ 

CP=100pFを使用するとf=25kHzで発振し、PWMの基本周波数になる。 

 *5.＜RD出力＞ 

オープンコレクタ出力で、回転時“L”、停止時“H”を出力する。未使用時オープンにする。 

 *6.＜FG出力＞ 

オープンコレクタ出力で、相切換えに応じたFG出力により、回転数検知が可能である。 

未使用時オープンにする。 

 *7.＜HB端子＞ 

ホール素子バイアス用端子で、1.25Vの定電圧出力端子。 

 *8.＜RMI端子＞ 

未使用時は、VTH端子に接続する。未使用時においても、最低速電圧は、IC内部で10%の駆動DUTY

で設定されている。(コンデンサは、起動時全速設定用) 
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制御タイミングチャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 最低速設定モード 

  サーミスタ検知温度によりVTH電圧が発生する。低温時のファン回転数は、RMI端子で設定され 

  た最低速で回転する。CPWM発振電圧とRMI端子電圧を比較し、最低駆動DUTYを設定する。 

② 低速⇔高速モード 

  CPWMの1.2V⇔3.8Vで発振電圧とVTH電圧を比較し、PWM制御される。 

  VTH電圧が低い場合、上下の出力TRがONし、VTH電圧が高い場合、上の出力TRがOFFし、コイル電 

   流が下側TR内で回生される。よって、VTH電圧が低くなるにつれ、出力のON-DUTYが大きくなり、 

  コイル電流が増え、モータ回転が上昇する。 

  回転数は、FG出力により、フィードバックされる。 

③ 全速モード 

  一定以上の温度で、全速モードになる。 

④ サーミスタ外れモード 

  サーミスタが外れた場合、VTH入力電圧は上昇するが、出力が100%でフル駆動し、全速回転に 

  なる。 

 

 

サーミスタ外れ 

VCC 

CPWM 

3.6V

2.0V 

低温  PWM制御可変速  高温 
全速 0V 

0V 
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f=25kHz (CP=100pF) 

ON-Duty-小 

ON-Duty-大

FG 

最低速設定回転 

RMI電圧 

内部最低速設定電圧 

(VCC×30%) 

(VCC×16%) 

(VCC×28%) 
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